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一言 ： 熱可塑性CFRPの開発を支援いたします。

　セルロースナノファイバー（ＣＮＦ）は、優れた力学的特
性を有する植物由来の材料であり、近年、このＣＮＦを熱
可塑性樹脂（以下、ポリマー）に添加・分散することで、ポ
リマーの力学的性質を向上させる手法が注目されてい
ます。しかしながら、ポリマーは溶融粘度が高く、ＣＮＦを
均一に分散させることが困難であることから、高価なＣＮ
Ｆ（約5万円/kg）を5～10ｗｔ％添加しないと力学的性
質が向上しないという課題がありました。
　そこで工業試験場では、ポリマーの原料であり、溶融
粘度が低いモノマーにＣＮＦを添加・分散させた後、重合
反応させることで、ＣＮＦが均一に分散したポリマーを得
る手法を考案し、ポリマーにCNFが均一に分散すること

を確認しました（図1）。このＣＮＦ分散ポリマーと炭素繊
維織物とを組み合わせて炭素繊維複合材料（ＣＦＲＰ）を
試作したところ、ポリマーに対して1wt%のＣＮＦを添加
することで、ＣＮＦを添加していないＣＦＲＰと比較して、
曲げ強度が11％向上しました（図2）。このＣＮＦの添加
量はＣＦＲＰに対して、0.3ｗｔ％と極めて少なく、コストパ
フォーマンスに優れています。
　工業試験場では、今後も植物由来の材料や炭素繊維
を活用した複合材料に関するさまざまな研究開発を行っ
ていきます。お気軽にご相談ください。

図1　手法の違いによるCNFの分散状態

図2　試作したＣＦＲＰの曲げ試験結果

セルロースナノファイバーによる
ＣＦＲＰの高強度化

－熱可塑性樹脂へのセルロースナノファイバー均一分散技術－


